
学位論文予備審査の申請について
　学位論文予備審査の申請をしようとする者は、次の書類を教育支援課大学院係まで提出しなければならない。
  １　学位論文予備審査申請書（別記第１号様式）　１６部（原本１部　写し１５部）
  ２  論文（投稿予定論文原稿）                  １６部
　３  履歴書（別記第２号様式）                  １６部
  ４  英文校閲証明書（その１又はその２）        １６部（原本１部　写し１５部）
      ※該当者のみ提出が必要
　５　誓約書（投稿後の論文で申請する場合）　　１６部（原本１部 写し１５部）
［予備審査の対象となる雑誌］
  ①  和　文　誌
    ※  英語の論文であっても、投稿しようとする雑誌が和文誌の場合は予備審査を受けなければならない。
　②  最新版のScience Citation Index(SCI)に収載されているインパクトファクター
    0.1未満の英文誌。（なお、SCIに収載されていない英文誌についても予備審査の
    対象となる。また、創刊のあたらしい英文誌でインパクトファクターが計算されて
    いないものについては、Immediacy indexをもってインパクトファクターに代える
    ものとする。）
［予備審査を申請できる者］
  ①  本学大学院医学研究科博士課程の在籍者（甲論文）
　②  本学大学院医学研究科博士課程を単位修得のうえ退学した者で京都府立医科大学大学院医学研究科博士課程の修了に関する申合せの該当者（甲論文）
　③  外国語試験合格者（乙論文）
　④  本学大学院医学研究科博士課程を単位修得のうえ退学した者で京都府立医科大学大学院医学研究科博士課程の修了に関する申合せの要件に該当しなくなった者（乙論文）
　⑤  本学大学院医学研究科の単位未修得退学者（乙論文）
［予備審査の申請時期］
    原則として、予備審査の対象となる雑誌へ投稿する以前
［予備審査の申請期限］
    学位申請と同じ期限。
※詳細は「＜その他＞１　学位論文審査年間表」を確認して下さい。
５―(1)―１

［英文校閲証明書］
    予備審査の対象となる雑誌へ投稿しようとする論文中に英文表記のある場合は、予
　備審査の申請書類として英文校閲証明書を提出しなければならない。
［その他］
  ①  予備審査を受けた投稿前の論文について、「論文の修正を要する」との判定を受
　　けた場合には指示どおりに修正し、「投稿可能」との判定を受けた後に当該論文を
　　雑誌に投稿しなければならない。なお、指示どおりに修正して「投稿可能」との判
　　定を受けたにもかかわらず、後で当該論文の内容を勝手に変更して雑誌に投稿した
　　場合は、当該論文を学位の主論文とすることはできない。（学位論文予備審査結果
    通知書は、学位申請をする時に必要となるので、それまで必ず保管しておくこと。）
      また、雑誌の投稿に際して雑誌編集委員会の指示に基づいて論文を修正した場合
　　は、学位申請をする時にその修正の内容のわかるレフェリーとのやり取りの文書を
　　提出しなければならない。（レフェリーとのやり取りの文書は、学位申請をする時　　に必要となるので必ず保管しておくこと。）
　②  本学大学院医学研究科博士課程を単位修得のうえ退学した者で京都府立医科大学大学院医学研究科博士課程の修了に関する申合せの該当者（甲論文）にあっては、当該申合せの要件を満たす最終学位申請期限は毎年３月（４月学術集談会）であるので、予備審査の対象となる雑誌へ論文を投稿しようとする者は、最終学位申請期限に間に合うように十分に時間的余裕をもって予備審査を受け、学位申請の手続を進めること。
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別記第１号様式
	指導教授確認印
	


学 位 論 文 予 備 審 査 申 請 書
　　学位論文予備審査に関する申合せに基づき投稿する以前の論文を提出いたします
　ので、御審査いただきますよう申請します。
    なお、投稿予定雑誌は　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
です。
      令和　　年　　月　　日
    研 　究 　部 　長     様
                              現　住　所　　　　　　　　　　　　　　　　　　
                              連絡先（℡）　　　　　　　　　　　　　　　　　
                              氏　　　名　                               印 
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  そ　の　１
英　文　校　閲　証　明　書
     著　　者　　名  ：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
     論　　　　　文  ：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　上記の論文がNative Speakerによる英文校閲を受けたことを証明する。
                                       （証明機関の名称）　　　　印
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  そ　の　２
Certificate of English Revision
     Author's  Name  :                                                　
     Article's Title ：  　                                             
                                                                    　　   

                                                                     　 
   　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

                                                                      　
                                                                      　　  
           This is to certify that the above-mentioned article has 
been revised by a professional proofreader, whose native
language is English.
                           Signature : 　　　　　　　　　　　　　　　　　
                                       (                         )
                                                 Print
                           Date : 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
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	指導教授確認印
	


誓　　約　　書
　　今回提出しました論文につきましては、予備審査の結果、「論文の修正を要する」

又は「投稿不可能」と評価された場合、学位申請の主論文としないことを誓約します。
      令和　　年　　月　　日
    研 　究 　部 　長     様
                              現　住　所　　　　　　　　　　　　　　　　　　
                              連絡先（℡）　　　　　　　　　　　　　　　　　
                              氏　　　名　                               印 
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	指導教授確認印
	


学位論文予備審査取り下げ申請書
令和　　年　　月　　日付けで学位論文予備審査申請を致しましたが、
（　　　理由を記載　　　）ため、取り下げ願います。　　　　
　　　　令和　　年　　月　　日
　　　　研究部長　　様
　　　　　　　　　　　　　　　所　　　属
　　　　　　　　　　　　　　　申請者氏名　　　　　　　　　　　　印
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　参　　考
　※予備審査は以下を参考に評価されますので、申請前の自己点検の参考にしてください。
予 備 審 査 評 価 表
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　審査委員氏名：　　　　　　　　　　
　　予備審査にあたっては、以下を参考に評価下さいますようお願いします。
１　論文の様式について
　１）用語、略語は統一されているか。　　　　　　　　　　　　　　いる　　いない
　２）倫理規程に従っているか。　　　　　　　　　　　　　　　　　いる　　いない
２　論文について

　１）研究の目的は明確か。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　明確　　不明確
　２）学位に値するに十分なoriginalityがみられるか。 　　みられる　　みられない
　３）表題：
　　ａ）内容をよく表現しているか。　　　　　　　　　　　している　　していない
　　ｂ）略語を使用していないか。　　　　　　　　　　　　している　　していない
　４）序論：
　　ａ）研究を行うに至った背景が明確に述べられているか。　　　　いる　　いない
　　ｂ）他の研究者の研究にも言及しているか。　　　　　　　　　　いる　　いない
　５）本文：
　　ａ）方法、データ、分析法は明確か。　　　　　　　　　　　　　明確　　不明確
　　ｂ）測定精度は示されているか。　　　　　　　　　　　　　　　いる　　いない
　　ｃ）統計計算法は適当か。　　　　　　　　　　　　　　　　　　適当　　不適当
　　ｄ）データに過不足はないか。　　　　　　　　　　　　　　　　ある　　ない
　　ｅ）論文が細分されすぎていないか。不必要に長過ぎないか。　　いる　　いない
　　ｆ）論理や計算に誤りはないか。　　　　　　　　　　　　　　　ある　　ない
　　ｇ）文章に読者の理解を妨げる点や略語の使い過ぎはないか。　　ある　　ない
　６）結論：
　　ａ）結果から見て結論は正しいか。　　　　　　　　　　正しい　　間違っている
　　ｂ）結論に新しい知見はあるか。　　　　　　　　　　　　　　　ある　　ない
　７）文献：
　　ａ）自分の文献のみを引用していないか。　　　　　　　　　　　いる　　いない
　　ｂ）最近の文献、重要な文献は引用されているか。　　　　　　　いる　　いない
　８）図表について：
　　ａ）それぞれの図および表は必要か。　　　　　　　　　　　　　必要　　不必要
　　ｂ）それぞれデータは、図あるいは表として　　　　　　　　　　いる　　いない
　　　　適当に表現されているか。
　　ｃ）有効数字の桁数は適当か。　　　　　　　　　　　　　　　　適当　　不適当
　　ｄ）表および図の説明は必要かつ十分か。　　　　　　　　　　　はい　　いいえ
３　英文について
　　１）文法的な誤りは。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ある　　ない
　　２）スペルのミスは。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ある　　ない
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